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９月
補正予算

　９月定例会は、９月14日から22日まで９日間の会期で開催しました。
　提出議案は、補正予算５件、条例の一部改正４件、平成21年度決
算認定６件、人事案件１件、計17議案を審議しいずれも原案どおり
可決、認定、同意しました。
　一般質問では、４議員が登壇し（４ページから掲載）それぞれ町
の考えを質問しました。

一般会計　　　　　　　　　37億5，009万円
国民健康保険特別会計　　　10億3，859万円
簡易水道事業特別会計　　　 １億2，091万円
介護保険特別会計　　　　　 ８億6，517万円
後期高齢者医療特別会計　　１億2，187万円

　　（左は予算総額、（　）内は補正額）

◎子宮頚がんワクチン接種委託料 71万円
◎新型インフルエンザ予防接種助成金 362万円
◎神山町有林雨氷被害地森林再生事業委託料 334万円
◎神領小学校耐震事業 2，608万円
◎神山東中学校耐震事業 2，761万円
◎上分公民館エレベーター設置工事設計委託料　         200万円

主　な　内　容

９月定例会
神山町議会

　
行
政
等
報
告

■
町
長
か
ら
行
政
等
の
報
告
が
あ
っ
た
。

そ
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

■
定
住
自
立
圏
構
想
に
つ
い
て
は
、
徳
島

東
部
地
域
市
町
村
長
懇
話
会
で
検
討
を
進

め
る
中
で
人
口
定
住
の
た
め
に
周
辺
市
町

村
が
役
割
分
担
、
連
携
し
、
そ
の
地
域
に

必
要
な
生
活
機
能
を
確
保
す
る
定
住
自
立

圏
構
想
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進

め
て
い
く
こ
と
に
合
意
し
た
。今
後
、こ
の

構
想
を
具
体
化
し
て
い
く
た
め
、
徳
島
市

が
東
部
圏
域
の
中
心
的
な
役
割
を
担
う
意

思
を
内
外
に
向
け
て
表
明
す
る
手
続
き
中

で
あ
り
、
中
心
都
市
宣
言
を
行
っ
た
の
ち
、

本
町
は
徳
島
市
と
協
議
を
重
ね
て
い
く
。

■
五
反
地
地
区
の
治
水
対
策
の
進
捗
状
況

は
、
第
一
段
階
の
鮎
喰
川
中
洲
の
体
積
土

砂
の
掘
削
に
つ
き
ま
し
て
は
、
六
月
に
完

了
し
て
い
る
。
第
二
段
階
の
下
流
部
の
掘

削
と
護
岸
工
事
は
、
相
原
工
業
さ
ん
の
事

務
所
下
の
体
積
土
砂
掘
削
は
六
月
に
完
了

し
て
い
る
。
ま
た
、
小
中
学
校
裏
の
体
積

土
砂
の
掘
削
に
つ
い
て
は
、
今
年
の
十
月

か
ら
来
年
の
三
月
に
か
け
実
施
す
る
予

定
。
掘
削
が
七
千
立
米
、
搬
出
が
七
千
立

米
と
な
っ
て
い
る
。
護
岸
工
事
に
つ
い
て

は
、
来
年
の
一
月
か
ら
三
月
に
か
け
実
施

す
る
予
定
。
第
三
段
階
の
既
設
護
岸
の
パ

ラ
ペ
ッ
ト
の
設
置
は
、
河
川
官
民
の
境
界

確
定
、
用
地
買
収
の
作
業
を
伴
う
こ
と
か

ら
、
水
位
低
下
の
効
果
が
期
待
で
き
る
下

流
の
掘
削
を
優
先
し
、
作
業
の
進
捗
状
況
、

予
算
状
況
に
よ
り
対
応
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

■
す
だ
ち
の
販
売
対
策
は
、
去
る
九
月
五

日
開
催
さ
れ
た
第
十
五
回
目
黒
の
さ
ん
ま

ま
つ
り
に
、
徳
島
県
か
ら
は
町
が
四
名
、

Ｊ
Ａ
三
名
、
全
農
が
六
名
、
東
京
事
務
所

農
業
セ
ン
タ
ー
等
々
、
総
勢
約
三
十
名
か

ら
な
る
Ｐ
Ｒ
隊
を
結
成
し
て
行
っ
た
。
東

京
圏
で
の
利
用
度
は
ま
だ
ま
だ
、
低
い
と

い
う
感
が
し
、
多
様
な
売
り
方
、
Ｐ
Ｒ
を

す
る
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
は
、
販
売
の

拡
大
の
可
能
性
は
大
い
に
あ
り
と
実
感
し

た
。
今
後
と
も
Ｐ
Ｒ
等
に
努
め
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
る
。

■
補
正
予
算
で
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

予
防
接
種
の
助
成
金
三
六
二
万
円
を
計

上
。
予
宮
頚
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
委
託
料

七
一
万
一
千
円
を
計
上
。
町
内
中
学
校
三

年
生
の
女
子
全
員
に
予
宮
頚
が
ん
予
防
ワ

ク
チ
ン
を
全
額
公
費
負
担
で
接
種
す
る
。

■
雨
氷
の
被
害
対
策
は
、
県
に
要
望
を
し

て
い
た
と
こ
ろ
、
協
働
の
森
づ
く
り
事
業

に
対
し
、
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
か
ら
の
寄
付
で
、

そ
の
一
部
を
町
有
林
の
雨
氷
被
害
地
に
県

の
事
業
も
入
れ
対
策
を
講
じ
る
。
こ
の
費

用
と
し
て
、
三
三
四
万
三
千
円
を
計
上
し
、

（9，795万円）
（　169万円）
（　356万円）
（3，837万円）
（　　44万円）

　一般会計ならびに４特
別会計補正予算が提案さ
れ、総額で１億 4，201
万円が追加されました。
　一般会計は、主に中学

校３年生を対象とした子宮頚がんワクチン接種
委託料、神領小学校、神山東中学校耐震事業、
上分公民館エレベーター設置工事設計委託料
等の補正となっております。

▲耐震工事が行われる神山東中学校
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南
野
間
の
町
有
林
の
再
生
を
図
る
も
の
。

被
害
区
域
に
は
、
混
合
林
化
、
あ
る
い
は

モ
ザ
イ
ク
的
森
林
の
施
業
を
す
る
。
森
林

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
を
導
入
し
て
、
広
葉
樹

を
植
栽
す
る
。

■
神
領
小
学
校
、
神
山
東
中
学
校
の
耐
震

改
修
工
事
設
計
監
理
委
託
料
及
び
工
事
費

等
々
を
計
上
し
て
い
る
。
神
領
小
学
校
は

二
、六
〇
〇
万
円
。
神
山
東
中
学
校
は
二
、

七
五
〇
万
円
と
な
っ
て
い
る
。
残
り
の
広

野
小
学
校
、
神
山
中
学
校
の
二
校
に
つ
い

て
も
、
今
年
度
実
施
を
県
に
要
望
し
て
お

り
、
見
通
し
が
つ
き
し
だ
い
補
正
計
上
す

る
。

■
本
年
四
月
に
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別

措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
施
行

さ
れ
、
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
の
六
年
間
延
長
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
こ
と
を
受
け
、
平
成
二
十
二
年
度
か

ら
平
成
二
十
七
年
度
ま
で
の
期
間
に
係
る

計
画
を
新
た
に
策
定
す
る
。

■
現
在
策
定
中
の
第
四
次
神
山
町
総
合
計

画
に
つ
き
ま
し
て
は
、
十
二
月
定
例
会
に

提
出
す
る
。
な
ど
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　

諸

報

告

　

監
査
委
員
か
ら
一
般
会
計
及
び
特
別
会

計
に
属
す
る
出
納
状
況
を
出
納
機
関
の
諸

帳
簿
、
指
定
金
融
機
関
提
出
の
収
支
日
計

表
、
証
憑
書
類
と
照
合
し
た
結
果
、
過
誤

の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
こ
と
の
報
告
が

あ
っ
た
。

●
健
全
化
判
断
比
率
報
告

　

監
査
委
員
か
ら
健
全
化
判
断
比
率
及
び

そ
の
算
定
と
な
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類

は
、
適
正
に
作
成
さ
れ
て
お
り
、
平
成

二
十
一
年
度
の
普
通
会
計
に
お
け
る
実
質

赤
字
比
率
は
算
出
さ
れ
ず
、
良
好
で
あ
る

旨
の
意
見
書
を
付
し
て
報
告
が
あ
っ
た
。

●
資
金
不
足
比
率
報
告

　

監
査
委
員
か
ら
簡
易
水
道
会
計
の
資
金

不
足
比
率
及
び
そ
の
算
定
と
な
る
事
項
を

記
載
し
た
書
類
は
、
適
正
に
作
成
さ
れ
て

お
り
、
平
成
二
十
一
年
度
に
お
け
る
資
金

不
足
比
率
は
算
出
さ
れ
ず
、
良
好
で
あ
る

旨
の
意
見
書
を
付
し
て
報
告
が
あ
っ
た
。

●
議
員
派
遣
報
告

　

神
山
町
名
誉
議
員
会
総
会
ほ
か
八
件
に

つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

　

条
例
制
定
･
改
廃
等

● 

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の一部
改
正

　

労
働
基
準
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

が
施
行
ま
た
、人
事
院
勧
告
に
よ
り
、超
過

勤
務
手
当
に
つ
い
て
の
勧
告
が
出
さ
れ
て

い
た
の
で
、
関
連
す
る
条
例
を
改
正
し
た
。

　

こ
の
改
正
は
、
特
に
長
い
超
過
勤
務
を

強
力
に
抑
制
し
、
ま
た
こ
う
し
た
超
過
勤

務
を
命
ぜ
ら
れ
た
職
員
に
休
息
の
機
会
を

与
え
る
た
め
に
、
月
六
〇
時
間
を
超
え
る

超
過
勤
務
手
当
を
現
行
よ
り
二
十
五
パ
ー

セ
ン
ト
引
き
上
げ
る
と
と
も
に
本
来
の
支

給
割
合
と
の
差
額
分
の
支
給
に
替
え
、
正

規
の
勤
務
時
間
に
お
い
て
勤
務
す
る
こ
と

を
要
し
な
い
日
、
ま
た
は
時
間
を
指
定
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
し
た
。

	

（
挙
手
多
数
可
決
）

● 

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

　

育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
、
育
児
ま
た

は
家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉
に
関

す
る
法
律
及
び
雇
用
保
険
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
が
施
行
、
ま
た
、
労
働
基
準

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
施
行
さ
れ

て
お
り
、
関
連
す
る
条
例
を
改
正
し
た
。

　

急
速
な
少
子
化
の
進
行
に
か
ん
が
み
、

社
会
全
体
で
次
代
を
担
う
子
ど
も
を
安
心

し
て
産
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
整

備
に
取
り
組
む
こ
と
が
理
想
と
な
っ
て
い

る
中
、
仕
事
と
育
児
、
介
護
の
両
立
が
可

能
な
環
境
整
備
が
急
が
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
同
法
の
整
備
が
行
わ
れ
た
も
の
。

　

三
歳
に
満
た
な
い
子
の
あ
る
職
員
が
そ

の
子
を
養
育
す
る
た
め
に
超
過
勤
務
の
免

除
の
請
求
を
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
職
員

の
業
務
を
処
理
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず

る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
場
合
を
除

き
、
超
過
勤
務
を
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
と

い
う
規
定
を
新
設
す
る
も
の
で
す
。

	
（
挙
手
多
数
可
決
）

● 

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

　

配
偶
者
が
常
に
養
育
で
き
る
場
合
、
職

員
は
育
児
休
業
等
を
取
得
で
き
な
か
っ
た

が
、
こ
の
改
正
で
職
員
の
配
偶
者
の
就
業

の
有
無
や
育
児
休
業
の
取
得
の
有
無
等
の

状
況
に
関
わ
り
な
く
職
員
は
育
児
休
業
を

取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

通
称
産
後
パ
パ
育
休
と
い
う
制
度
を
新
し

く
新
設
し
た
。

　

子
の
出
生
の
日
及
び
産
後
八
週
間
の
期

間
内
、
出
生
の
日
か
ら
五
十
七
日
以
内
に

最
初
の
育
児
休
業
を
行
っ
た
職
員
は
特
別

な
事
情
が
な
く
て
も
再
び
育
児
休
業
を
取

得
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

職
員
が
育
児
休
業
等
計
画
書
を
提
出
し

て
最
初
の
育
児
休
業
を
し
た
あ
と
三
カ
月

以
上
経
過
し
た
場
合
は
再
度
の
育
児
休
業

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

職
員
以
外
の
子
の
親
が
常
に
そ
の
子
を

養
育
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た

場
合
で
も
、
育
児
休
業
の
承
認
の
取
り
消

し
事
由
と
し
な
く
て
す
む
よ
う
に
な
っ
た
。

　

職
員
の
配
偶
者
の
就
業
の
有
無
や
育
児

休
業
の
取
得
の
有
無
等
の
状
況
に
関
わ
り

な
く
職
員
は
育
児
短
時
間
勤
務
や
部
分
休

業
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

	

（
挙
手
多
数
可
決
）

● 

神
山
町
重
度
心
身
障
害
者
等
に
対
す
る

医
療
費
の
助
成
に
関
す
る
条
例
の
一
部
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改
正

　

児
童
扶
養
手
当
法
の
一
部
改
正
に
よ
り

児
童
扶
養
手
当
が
父
子
家
庭
の
父
を
対
象

と
す
る
こ
と
の
処
置
が
講
じ
ら
れ
た
。
こ

の
よ
う
な
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
重
度
心
身

障
害
者
等
に
関
す
る
医
療
費
の
助
成
を
こ

れ
ま
で
の
母
子
家
庭
に
父
子
家
庭
を
加
え
、

一
人
親
家
庭
の
父
母
を
対
象
と
す
る
医
療

費
の
助
成
に
改
正
し
た
。

	

（
挙
手
多
数
可
決
）

　

人
事
案
件

● 

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　

神
山
町
下
分
字
今
井
一
四
一
番
地
一

　

大
家　

清
介
氏　
　
（
同
意
）

　

議
員
発
議
案

● 

「
選
択
的
夫
婦
別
姓
を
認
め
る
民
法
の

一
部
改
正
」
に
反
対
を
求
め
る
意
見
書

　

選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
が
導
入
さ
れ
る

こ
と
に
な
れ
ば
、
夫
婦
の
一
体
感
の
希
薄

化
、
し
い
て
は
、
離
婚
が
容
易
出
来
る
社

会
シ
ス
テ
ム
の
形
成
に
繋
が
る
こ
と
が
懸

念
さ
れ
る
。
の
み
な
ら
ず
親
子
別
姓
や
子

供
の
心
に
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
傷
を
与

え
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。

　

子
供
に
与
え
る
影
響
を
鑑
み
れ
ば
我
が

国
の
将
来
に
大
き
な
禍
根
を
残
す
こ
と
に

な
る
と
危
惧
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
政
府
に

対
し
、
婚
姻
制
度
や
家
庭
の
在
り
方
に
極

め
て
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
「
選
択
的
夫

婦
別
姓
を
認
め
る
民
法
の
一
部
改
正
」
に

反
対
を
求
め
る
意
見
書
を
提
出
す
る
も
の

で
す
。	

（
挙
手
多
数
可
決
）

●
議
員
派
遣

　

平
成
二
十
二
年
度
国
道
一
九
三
号
倉
羅

ト
ン
ネ
ル
開
さ
く
促
進
期
成
同
盟
会
総
会

ほ
か
三
件
に
つ
い
て
、
議
員
を
派
遣
す
る

こ
と
に
決
定
し
た
。

●
委
員
会
の
閉
会
中
の
継
続
調
査

　

各
常
任
委
員
会
、
特
別
委
員
会
に
お
け

る
案
件
に
つ
い
て
、
閉
会
中
も
引
き
続
き

調
査
を
行
う
と
決
定
し
た
。

　

請
願
･
陳
情
等

●
請
願
書

　
「
選
択
的
夫
婦
別
姓
を
認
め
る
民
法
の

一
部
改
正
」
に
反
対
を
求
め
る
請
願
書

提
出
者

　

夫
婦
別
姓
に
反
対
す
る
徳
島
県
民
の
会

　

代　

表　

川
辺　

善
子

　

紹
介
者　

細
井　

成
富
議
員

　

こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
採
択
と
な
っ
た
。

●
陳
情
書

　
「
非
核
自
治
体
宣
言
（
決
議
）」
を
基
と

し
た
平
和
行
政
を
求
め
る
陳
情
書

提
出
者

　

日
本
青
年
学
生
平
和
友
好
祭
徳
島
県
実

行
委
員
会

　

実
行
委
員
長　

前
田　

哲
也

　

以
上
陳
情
書
一
件
は
、
資
料
写
し
を
配

付
　

そ

の

他

●
過
疎
自
立
促
進
計
画

　

過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
、
六
年

間
延
長
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
新
た
に
策
定
す
る
も
の
で
す
。

　

大
き
な
特
徴
は
ハ
ー
ド
事
業
に
限
ら
れ

て
い
た
も
の
が
、
地
域
医
療
の
確
保
、
住

民
の
日
常
的
な
移
動
の
た
め
の
交
通
手
段

の
確
保
、
集
落
の
維
持
及
び
活
性
化
、
そ

の
他
住
民
が
将
来
に
わ
た
り
安
全
に
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
こ
と
の
で
き
る
地
域
社
会

の
実
現
を
図
る
た
め
の
事
業
な
ど
の
ソ
フ

ト
事
業
に
も
拡
充
さ
れ
た
。

　

遅
れ
て
い
る
生
活
基
盤
整
備
は
元
よ
り

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
身
近
な
生
活
交
通

の
確
保
、
医
療
、
福
祉
の
確
保
、
集
落
の

維
持
活
性
化
な
ど
、
生
活
に
よ
り
密
着
し

た
ソ
フ
ト
対
策
に
も
積
極
的
に
推
進
す
る

必
要
が
あ
る
。

　

今
後
の
過
疎
対
策
の
推
進
に
当
た
っ
て

は
、
地
産
地
消
型
の
モ
デ
ル
的
施
策
を
展

開
し
、
自
然
環
境
と
調
和
し
た
過
疎
地
域

の
再
生
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

	

（
挙
手
多
数
可
決
）

㋑
過
疎
や
少
子
高
齢
化
の
急
速
な

進
行
に
よ
り
消
防
団
員
の
確
保
や

高
齢
化
が
課
題
に
な
っ
て
い
る
。
本
町
の

東
西
に
長
い
地
形
上
、団
員
の
確
保
や
高

齢
化
の
課
題
に
地
域
格
差
が
生
じ
て
い
る
。

広
野
や
神
領
に
比
し
て
上
分
、
左
右
内
に

課
題
格
差
が
顕
著
化
し
て
い
る
。
徳
島
新

聞
に
よ
る
と
県
消
防
安
全
課
の
調
査
で
は

県
下
で
団
員
に
占
め
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
団

員
が
二
〇
〇
七
年
で
69
・
３
％
で
あ
り
、

地
域
消
防
力
の
課
題
に
な
っ
て
い
る
と
の

こ
と
。
井
川
町
消
防
団
で
は
昨
年
四
月
Ｏ

Ｂ
団
員
か
ら
メ
ン
バ
ー
を
募
り
、
組
織
し

て
機
能
す
る
新
た
な
消
防
分
団
を
作
り
非

常
時
に
応
援
に
駆
け
つ
け
る
。
三
好
市
で

は
他
の
地
区
で
も
同
様
な
動
き
が
あ
る
と

の
こ
と
。
美
郷
で
は
七
月
に
災
害
時
の
避

難
、
救
護
や
後
方
支
援
等
に
限
っ
て
活
動

に
参
加
す
る
機
能
別
消
防
団
美
郷
班
が
発

足
し
た
と
か
。
石
井
町
に
は
分
団
Ｏ
Ｂ
と

西崎 哲夫 議員
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の
連
携
を
申
し
合
せ
て
い
る
と
か
で
他
の

分
団
に
働
き
か
け
て
い
く
空
気
が
あ
る
と

の
こ
と
で
す
。
人
的
な
課
題
は
地
域
背
景

が
絡
ん
で
い
る
の
で
先
送
り
し
て
も
よ
い

方
に
向
う
か
解
決
す
る
こ
と
は
難
か
し
い

と
思
う
。
行
政
も
危
機
感
を
持
っ
て
、
後

方
支
援
的
方
策
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る

の
で
は
。

㋺
神
山
町
消
防
団
条
例
の
解
釈
と
実
態
に

即
し
た
見
直
し
に
つ
い
て
。

㈠
消
防
団
条
例
第
２
条
第
一
項

○
本
町
に
居
住
す
る
の
解
釈
は
。

㈡ 

第
９
条
の
居
住
地
の
解
釈
―
―
分
団
区

域
は
。

㈢ 

現
在
団
員
で
町
外
居
住
す
る
人
数
は
。

又
、
現
況
と
住
民
票
と
の
関
係
は
。

㈣
分
団
区
域
を
越
え
て
居
住
す
る
人
数
は
。

㈤
実
態
に
合
せ
て
条
例
を
見
直
し
て
は
。

町
　
長

㋑
本
町
の
実
態
と
し
て
分
団
ご
と
、

部
ご
と
に
Ｏ
Ｂ
間
の
連
携
申
し
合
せ
を
し

て
お
り
、
ポ
ン
プ
等
資
機
材
の
積
込
み
、

水
利
へ
の
誘
導
車
輛
の
誘
導
等
に
自
主
的

に
や
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
私
は
認
識

し
て
い
る
。
又
、
部
に
よ
っ
て
は
後
援
会

組
織
も
あ
る
。
新
た
な
対
応
に
つ
い
て
は

あ
く
ま
で
消
防
団
組
織
と
の
相
談
が
優
先

す
る
の
で
、
行
政
の
長
と
し
て
こ
の
場
で

の
即
答
は
差
し
控
え
た
い
。

総
務
課
長

㈠
消
防
団
条
例
第
２
条
第
一
項
の

本
町
に
居
住
す
る
の
解
釈

○ 

本
町
に
住
民
票
を
有
す
る
と
解
釈
し
て

い
る
。

㈡
第
９
条
の
居
住
地
の
解
釈
。

○
居
住
地
を
離
れ
る
場
合
の
居
住
地
は
住

民
票
の
あ
る
住
所
で
あ
り
分
団
の
区
域
で

は
な
い
。

㈢
町
外
に
居
住
す
る
人
数
と
住
民
票
と
の

関
係
は

○
町
外
居
住
団
員
九
月
十
五
日
現
在
一
七

名
、
全
員
町
外
に
住
民
票
が
あ
る
。

㈣ 
分
団
域
を
超
え
て
居
住
す
る
団
員
数
は

九
月
十
五
日
現
在
十
一
名
で
あ
る
。

㈤
実
態
に
合
せ
て
条
例
を
見
直
し
て
は

○
た
だ
し
書
き
を
拡
大
解
釈
し
て
、
運
用

し
て
い
る
。
平
成
十
五
年
か
ら
拡
大
解
釈

し
て
い
る
。
団
員
が
転
出
し
て
も
分
団
の

運
営
に
支
承
を
き
た
す
と
こ
ろ
も
出
て
き

て
、
町
内
に
勤
務
地
が
あ
っ
た
り
、
積
極

的
な
消
防
活
動
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

場
合
は
、
た
だ
し
書
き
を
拡
大
解
釈
し
運

用
し
て
い
る
。

■ 

再
　
問

　

消
防
団
は
自
主
的
に
運
営
さ
れ
る
要
素

が
強
い
の
が
当
然
で
あ
る
の
で
行
政
の
具

体
的
な
相
談
に
つ
い
て
も
限
界
が
あ
る
の

が
当
り
前
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
自
主
的

な
運
営
が
消
防
人
の
誇
り
と
か
そ
の
地
域

に
住
む
人
と
し
て
の
誇
り
の
原
点
と
な
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
質
問
の
後
方
支
援

例
は
あ
く
ま
で
例
で
あ
り
、
こ
ん
な
方
法

も
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
云
う
事

で
、
す
ぐ
に
例
に
対
応
し
た
り
、
実
施
し

た
ら
と
い
う
質
問
の
主
旨
で
は
な
い
。
分

団
の
課
題
格
差
は
顕
著
で
あ
る
実
態
を
十

分
把
握
し
た
上
で
消
防
団
と
の
話
し
合
い
、

又
課
題
を
解
決
し
て
行
く
た
め
の
努
力
を

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
総
務
課
長
の
答
弁

で
す
が
、
条
例
等
の
拡
大
解
釈
し
た
運
用

も
い
た
し
か
た
な
い
と
は
思
う
が
こ
の
運

用
手
法
は
必
ず
近
い
将
来
課
題
を
提
す
る

と
思
い
ま
す
。
常
に
実
態
把
握
を
し
て
行

く
中
で
よ
り
よ
い
対
応
を
考
え
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

神
山
町
移
住
交
流
支
援
セ
ン
タ
ー

活
動
資
料
の
広
域
災
害
時
有
効
活

用
に
つ
い
て
。

　

新
府
能
ト
ン
ネ
ル
新
童
学
寺
ト
ン
ネ
ル
、

養
瀬
ト
ン
ネ
ル
の
開
設
や
幹
線
道
路
の
改

良
等
に
よ
っ
て
石
井
方
面
、
徳
島
市
方
面

へ
の
通
勤
が
可
能
に
な
っ
て
き
た
。
広
域

災
害
等
に
よ
る
自
治
体
区
域
を
超
え
た
被

災
者
の
時
限
的
な
受
け
入
れ
自
治
体
と
し

て
本
町
は
役
割
を
果
せ
る
の
で
は
な
い
か
。

そ
の
た
め
に
は
空
き
家
情
報
資
料
が
常
に

整
理
さ
れ
、
そ
れ
を
行
政
が
把
握
し
て
い

て
す
ぐ
に
対
応
出
来
る
体
制
を
整
え
て
お

く
必
要
が
あ
る
の
で
は
。
本
町
に
は
、
移

住
交
流
支
援
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
活
動
実
績

は
評
価
出
来
る
。
活
動
実
績
資
料
を
広
域

災
害
面
か
ら
常
に
行
政
と
共
有
し
て
お
く

事
が
重
要
で
な
い
か
。

町
　
長

移
住
交
流
支
援
セ
ン
タ
ー
の
実
績

活
動
資
料
空
き
屋
情
報
は
広
域
災
害
発
生

時
に
有
効
活
用
出
来
る
よ
う
常
に
指
定
管

理
委
託
し
て
い
る
グ
リ
ー
ン
バ
レ
ー
と
町

が
共
有
す
る
必
要
は
そ
の
通
り
で
、
情
報

に
つ
い
て
は
産
業
建
設
課
の
担
当
者
が
常

に
連
携
を
と
り
な
が
ら
情
報
を
共
有
し
て

い
る
。

■ 

再
　
問

　

移
住
交
流
支
援
セ
ン
タ
ー
の
資
料
は
移

住
受
け
入
れ
が
基
本
だ
と
思
う
が
、
広
域

災
害
時
の
避
難
受
け
入
れ
ば
時
限
的
な
も

の
な
の
で
、
受
け
入
れ
の
ハ
ー
ド
ル
を
下

げ
た
条
件
の
資
料
も
併
せ
て
セ
ン
タ
ー
に

情
報
を
収
集
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

ま
ほ
ろ
ば
の
里
づ
く
り
助
成
金
の

助
成
事
業
終
了
後
の
継
続
支
援
に

つ
い
て
。
本
町
の
活
性
化
起
爆
と
し
て
の

評
価
は
出
来
る
。
し
か
し
本
町
の
地
域
的
、

人
的
課
題
か
ら
し
て
こ
れ
か
ら
も
こ
の
制

度
を
活
用
す
る
団
体
は
お
の
ず
か
ら
限
界

２

３
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が
あ
る
と
思
う
。
こ
の
制
度
に
よ
っ
て
創

出
さ
れ
た
事
業
は
交
流
人
口
の
増
加
、
町

内
地
域
の
活
性
化
、
又
道
の
駅
以
西
の
事

業
に
つ
い
て
は
、
四
季
の
里
、
道
の
駅
の

利
用
増
と
か
多
様
な
効
果
を
出
し
て
い
る
。

こ
の
助
成
制
度
に
よ
っ
て
創
出
さ
れ
た
事

業
を
継
続
発
展
さ
せ
地
域
に
根
づ
か
せ
る

に
は
こ
の
制
度
の
助
成
終
了
後
も
何
等
か

の
制
度
に
よ
っ
て
運
営
に
関
し
て
助
成
出

来
な
い
も
の
か
。

町
　
長

助
成
事
業
の
効
果
と
し
て
、
実
施

団
体
、
地
域
の
人
々
の
や
る
気
の
醸
成
、

地
域
の
活
性
化
に
大
き
な
効
果
を
上
げ
て

い
る
の
で
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。
今
後

こ
れ
ら
の
実
施
団
体
の
継
続
的
な
助
成
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
実
施
団
体
の
み
な

ら
ず
他
の
団
体
等
も
使
い
勝
手
の
い
い
よ

う
な
、
助
成
制
度
を
創
設
し
た
い
。
地
域

の
皆
様
が
元
気
で
頑
張
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
制
度
を
整
え
て
い
き
た
い
。

■ 

再
　
問

　

地
域
活
性
化
等
の
事
業
は
創
出
す
る
の

に
智
恵
と
努
力
と
最
小
限
の
金
が
必
要
。

し
か
し
そ
れ
で
終
り
で
は
な
い
。
継
続
し

て
い
く
た
め
に
は
創
出
以
上
の
工
夫
と
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
で
す
。
是
非
と
も
継
続

す
る
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
少
し
で
も
助

け
に
な
る
制
度
に
つ
い
て
確
立
し
て
ほ
し
い
。

高
齢
者
へ
の
タ
ク
シ
ー
運
賃
助
成

事
業
の
実
施
に
つ
い
て
町
長
に
お

伺
い
致
し
ま
す
。

　

神
山
町
で
現
在
、
高
齢
者
独
居
老
人
の

一
人
暮
ら
し
が
五
五
三
人
と
二
人
暮
ら
し

の
家
庭
が
多
く
、
へ
き
地
ほ
ど
高
齢
化
率

が
高
く
、
高
齢
者
の
方
々
が
病
院
や
買
物
、

又
社
会
活
動
へ
の
参
加
す
る
に
も
バ
ス
停

に
遠
く
、
タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
な
け
れ
ば

行
け
な
い
現
状
で
あ
り
、
厳
し
い
経
済
状

況
の
中
で
へ
き
地
に
住
む
者
に
と
っ
て
足

確
保
は
大
き
な
負
担
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

今
日
ま
で
何
回
も
高
齢
者
タ
ク
シ
ー
運
賃

助
成
事
業
の
導
入
を
申
し
上
げ
ま
し
た
が

町
財
政
が
厳
し
く
現
状
で
で
き
な
い
と
の

ご
答
弁
ば
か
り
で
し
た
。
高
齢
者
の
免
許

証
を
返
納
し
交
通
事
故
防
止
に
協
力
し
て

下
さ
る
方
、
高
齢
者
の
生
活
意
欲
の
向
上

を
図
り
、
生
き
が
い
づ
く
り
と
社
会
参
加

を
促
進
し
、
も
っ
て
高
齢
者
福
祉
の
増
進

に
寄
与
出
来
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
た
び

改
正
さ
れ
た
過
疎
債
を
十
分
に
活
用
し
て

高
齢
者
の
タ
ク
シ
ー
補
助
制
度
が
実
現
す

る
こ
と
を
望
む
も
の
で
あ
り
ま
す
。
町
長

の
お
考
え
を
お
伺
い
致
し
ま
す
。

過
疎
対
策
と
若
者
定
住
へ
の
施
策

に
つ
い
て
お
伺
い
致
し
ま
す
。

　

過
疎
と
少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
む
神

山
町
。
合
併
当
時
二
万
九
四
〇
人
あ
り
ま

し
た
が
現
在
六
五
九
六
人
と
著
し
い
減
少

で
あ
り
ま
す
。
農
林
業
の
低
迷
、
中
小
企

業
の
撤
退
を
始
め
公
共
事
業
の
減
少
で
仕

事
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
若
者
は
都
会
へ

流
出
、
国
県
道
の
改
良
工
事
も
進
展
し
徳

島
、
石
井
へ
の
時
間
が
短
縮
で
き
た
今

若
者
が
住
み
や
す
い
公
営
住
宅
の
確
保

や
、
若
者
の
定
住
に
対
す
る
助
成
措
置
を

大
幅
に
拡
大
し
、
若
者
が
安
心
し
て
生
活

出
来
る
居
住
基
盤
を
整
備
す
る
こ
と
が
急

務
だ
と
思
い
ま
す
。
町
長
の
お
考
え
を
お

伺
い
致
し
ま
す
。
私
は
国
道
の
改
良
工
事

の
促
進
と
同
時
に
、
残
土
処
理
場
を
活
用

し
た
若
者
の
宅
地
造
成
に
と
提
言
し
て
参

り
ま
し
た
。
今
残
土
処
理
場
は
ど
の
様
に

な
っ
て
い
る
か
お
伺
い
致
し
ま
す
。
子
供

が
減
少
、
休
校
校
舎
が
増
え
て
い
る
現

状
、
休
校
校
舎
を
改
築
改
造
し
、
五
〇
戸
、

一
〇
〇
戸
の
若
者
の
住
宅
を
建
設
し
、
温

泉
の
あ
る
神
山
へ
、
低
い
家
賃
で
若
者
を

迎
え
る
事
は
で
き
な
い
も
の
か
町
長
に
お

伺
い
致
し
ま
す
。

町
　
長

高
齢
者
へ
の
タ
ク
シ
ー
運
賃
助
成

事
業
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
度
々
ご
質
問

い
た
だ
い
て
お
り
、
高
齢
化
が
進
む
本
町
、

交
通
弱
者
、
生
活
弱
者
が
非
常
に
多
く
な

り
、
病
院
や
買
い
物
、
社
会
活
動
へ
参
加

す
る
の
に
大
変
ご
不
便
を
か
け
て
い
る
こ

と
は
重
々
承
知
し
て
お
り
、
三
好
市
や
佐

用
町
へ
視
察
研
修
に
も
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

検
討
会
も
四
回
ほ
ど
開
き
問
題
解
決
に

協
議
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

今
年
度
よ
り
六
年
間
の
時
限
立
法
で
延
長

さ
れ
た
過
疎
債
を
取
り
入
れ
交
通
弱
者
即

ち
車
を
持
た
な
い
方
、
障
害
者
の
方
等
の

線
引
き
を
し
な
が
ら
、
タ
ク
シ
ー
助
成
措

置
の
制
度
を
検
討
し
て
参
り
た
い
。

　

過
疎
対
策
と
若
者
定
住
に
つ
い
て
は
歴

代
町
長
が
非
常
に
骨
を
折
ら
れ
審
議
さ
れ

て
、
過
疎
計
画
に
も
あ
る
よ
う
に
住
宅
宅

地
造
成
に
つ
い
て
基
盤
整
備
し
居
住
基
盤

を
確
保
し
て
参
り
た
い
。
長
谷
地
区
の
残

土
処
理
場
を
利
用
し
た
定
住
計
画
は
現
在
、

運
用
中
で
あ
る
の
で
難
し
い
。

　

休
校
中
の
鬼
籠
野

小
学
校
校
舎
等
を
住

宅
改
造
し
て
安
い
家

賃
で
若
者
向
け
住
宅

建
設
し
て
は
、
に
つ

い
て
は
地
元
の
意
向

を
十
分
尊
重
し
た
い
。

森　 彦富 議員

２

１
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産
業
振
興
に
つ
い
て
お
聞
き
し
た

い

　

日
本
を
元
気
に
す
る
に
は
、
一
に
雇
用

二
に
雇
用
、
三
に
も
雇
用
と
菅
首
相
は
言

わ
れ
た
が
、
神
山
町
を
元
気
に
す
る
た
め

に
は
、
産
業
の
振
興
、
特
に
農
林
業
の
振

興
が
一
番
重
要
で
あ
る
。
一
に
も
産
業
振

興
、
二
に
も
産
業
振
興
、
三
に
も
産
業
の

振
興
で
あ
る
と
思
う
が
そ
の
対
策
は
?

　

ま
た
市
町
村
民
所
得
で
一
番
新
し
い
の

は
本
町
は
い
く
ら
か
?

　

農
業
委
員
会
を
通
じ
た
農
地
の
貨
し
借

は
ど
の
く
ら
い
あ
る
か
?

町
　
長

農
林
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
支

援
セ
ン
タ
ー
、
Ｊ
Ａ
、
町
が
三
者
一
体
と

な
っ
て
振
興
に
力
を
入
れ
て
い
く
。

　

若
い
農
業
後
継
者
の
組
織
す
る
ア
グ
リ

ス
ト
神
山
が
結
成
さ
れ
て
い
る
が
で
き
る

限
り
支
援
し
て
い
く
。

　

農
水
省
の
助
成
事
業
の
「
田
舎
で
働
き

隊
」「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」「
緑
の
ふ
る

さ
と
協
力
隊
」
等
に
つ
い
て
本
町
で
も
利

活
用
で
き
な
い
か
検
討
す
る
。

　

産
業
の
振
興
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
若
い

人
が
住
め
る
、
本
町
の
人
口
減
少
に
歯
止

め
を
か
け
る
こ
と
と
な
る
と
思
う
の
で
力

を
入
れ
て
い
く
。

総
務
課
長

一
人
当
り
の
町
民
所
得
は
平
成

十
八
年
度
は
二
〇
〇
、四
千
円
、
県
内
市

町
村
で
二
十
一
位
で
あ
り
、
平
成
十
九
年

度
は
二
〇
八
四
千
円
で
あ
る
。

産
業
建
設
課
長

農
地
の
貨
し
借
は
、
登
録
件
数

二
二
六
件
五
六
･
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
る
。

■ 

再
　
問
　

　

地
域
産
業
振
興
の
た
め
、
経
済
産
業

省
等
が
地
域
資
源
を
活
用
し
た
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
を
開
発
す
る
中
小
企
業
に
上
限

三
千
万
円
の
補
助
金
を
出
し
て
い
る
が
、

そ
う
い
う
情
報
を
住
民
へ
発
信
す
べ
き
で

あ
ろ
う
。
ま
た
補
助
金
が
切
れ
て
も
、
あ

る
い
は
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
い
な
く
な
っ
て

も
事
業
を
継
続
的
に
活
動
し
て
い
け
る
組

織
や
人
材
育
成
が
急
務
で
あ
る
と
思
う
。

一
に
も
産
業
振
興
二
に
も
産
薬
振
興
三
に

も
産
業
振
興
、
言
い
か
え
れ
ば
一
に
も
人

材
、
二
に
も
人
材
、
三
に
も
人
材
。
つ
ま

り
人
材
育
成
が
重
要
で
あ
る
と
私
見
を
の

べ
最
後
に
来
年
度
の
産
業
振
興
に
対
す
る

予
算
編
成
方
針
に
つ
い
て
お
聞
き
し
た
い
。

町
　
長

農
林
業
は
き
び
し
い
状
況
に
あ
る

こ
と
か
ら
、
限
り
な
く
若
い
後
継
者
へ
の

支
援
、
現
在
運
用
さ
れ
て
い
る
農
林
業
者

へ
の
支
援
を
念
頭
に
お
き
な
が
ら
予
算
編

成
に
努
め
る
。

　
　

◇　
　

◇　
　

◆　
　

◇　
　

◇

公
民
館
施
設
の
改
善
に
つ
い
て

下
分
、
鬼
籠
野
、
阿
川
の
各
公
民

館
の
集
会
室
は
二
階
と
な
っ
て
い
る
。
障

害
者
及
び
高
齢
者
の
た
め
の
昇
降
施
設
を

設
置
す
る
考
え
は
。

　

昇
降
機
は
、
高
齢
者
生
産
活
動

セ
ン
タ
ー
の
一
施
設
に
設
置
さ
れ

て
お
り
そ
の
利
用
状
況
は
少
な
い
。

　

高
齢
者
生
産
活
動
セ
ン
タ
ー
の
機
種
よ

り
、
も
う
す
こ
し
改
善
さ
れ
、
便
利
に
利

用
で
き
る
も
の
が
な
い
か
調
査
検
討
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
。

鮎
喰
川
の
水
質
に
つ
い
て

日
本
の
清
流
一
〇
〇
選
に
な
っ
て

い
る
鮎
喰
川
は
、
以
前
に
神
山
中
学
校
の

研
究
で
水
質
は
悪
い
と
聞
い
た
こ
と
が
あ

る
。
最
近
の
水
質
状
況
を
確
認
し
た
こ
と

が
あ
る
か
。

　

一
〇
〇
選
に
選
ば
れ
た
県
内
の
清
流
で
、

鮎
喰
川
が
水
質
上
ど
の
よ
う
な
位
置
に
あ

る
の
か
。

　

神
山
東
中
の
調
査
は
、
水
生
昆

虫
の
種
類
を
調
査
で
、
き
れ
い
な

所
、
汚
い
所
に
棲
む
生
物
の
調
査
を
し
て

い
る
。

　

結
果
は
良
く
な
っ
て
い
る
。

　

四
国
八
水
系
、
五
四
地
点
の
調
査
の
結

果
、
鮎
喰
川
は
一
九
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て

い
る
。

　

簡
易
水
道
の
原
水
検
査
も
実
施
し
て
い

る
。
結
果
は
良
好
と
出
て
い
る
。

■ 

再
　
問
　

　

水
質
を
良
く
す
る
の
は
合
併
浄
化
槽
の

設
置
が
一
番
で
あ
る
。

　

補
助
金
の
上
へ
町
費
を
上
乗
せ
実
施
で

き
な
い
か
。

　

二
年
前
に
県
費
補
助
分
が
減
額

さ
れ
て
い
る
。

　

今
後
は
町
費
で
ど
れ
だ
け
穴
埋
め
で
き

る
の
か
考
え
て
い
る
。

坂口 一之 議員

相原 浩志 議員

２ １
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町 税
5億3,068万円
（11.4％）

地方譲与税　
１億0,144万円
（2.2％）

各種交付金
1億1,171万円
（2.5％）

地方交付税　
23億1,701万円
（50.0％）

分担金・使用料　
9,049万円（1.9％）

国庫支出金
5億5,359万円
（11.9％）

県支出金
2億7,816万円
（6.0％）

町　債　
2億7,415万円
（5.9％）

その他
3億8,061万円（8.2％）

人件費　
9億2,660万円
（21.0％）

扶助費　
2億2,732万円
（5.2％）

公債費　
7億2,425万円
（16.4％）

物件費　
4億9,490万円（11.2％）

補助費等　
4億0,642万円（9.2％）

普通建設事業費　
3億8,358万円
（8.7％）

積立金　
5億6,682万円
（12.9％）

繰出金　
4億9,706万円
（11.3％）

その他　
１億7,894万円
（4.1％）

歳　出
44億0,589万円
（100％）

歳　入
46億3,784万円
（100％）

平成21年度

一般会計と特別会計合わせ

（単位：千円）●平成21年度決算状況

●一般会計決算の内訳

69億0,529万円を認定!!

決 算

会計区分 一 般 会 計
特別会計

計
国民健康保険 簡易水道事業 老 人 保 健 介 護 保 険 後期高齢者医療

歳　入 4，637，840 1，081，689 256，488 3，032 826，998 99，246 6，905，293

歳　出 4，424，277 1，029，858 203，115 3，032 790，961 98，906 6，550，149

平成 21 年度普通会計地方財政状
況調査に基づくもので決算額と一
致しない。
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税の公平化と収納に努力を ～町税等 滞納総額 5,077万円

借り入れ金や積立金は総額いくら
になっているか
●地方債現在高　39億9,971万円

平成21年度「一般会計」決算を認定（賛成多数）
―安心安全なまちづくりの決算になったか―

（単位：円）

●平成21年度の財政状況

●基金･積立金･預金残高

●21年度町税等未収金の状況

区　　　　　分
未 収 額 前 年 度 と の 比 較

2 1 年 度 2 0 年 度 増 減 額 増減率（％）

町 税 28，529，118 25，797，654 2，731，464 10．6

町 営 住 宅 使 用 料 1，669，920 1，907，400 △237，480 △12．5

国 民 健 康 保 険 税 19，533，100 20，623，960 △1，090，860 △5．3

簡 易 水 道 使 用 料 630，980 298，260 332，720 111．6

介 護 保 険 料 413，300 478，900 65，600 △13．7

計 50，776，418 49，106，174 1，670，244 3．4

一
　
　
般

財 政 調 整 基 金 26億3，984万円

減 債 基 金 ９億0，975万円

その他特定目的基金 14億0，510万円

国
　
保

財 政 調 整 基 金 ２億3，073万円

そ の 他 の 基 金 600万円

水 道 基 金 1，728万円

介
　
護

給 付 費 準 備 基 金 １億8，254万円

そ の 他 の 基 金 163万円

計 53億9，290万円

名 称 指 数 解                            説

財 政 力 指 数 0．225 １に近く１を超えるほど財源に余裕がある。

経 常 収 支 比 率 79．7 財政構造の弾力性を判断する指標で、75％程度に納まるのが妥当と考えられている。

公 債 費 比 率 9．6 一般財源に占める公債費の割合で、15％を下回るのが望ましい。

実質公債費比率 9．6 全ての事業の公債費比率で、18％以上は起債（借入金）に知事の許可が必要。

　決算額を前年と比較し（歳入）で増加は、国庫支出
金の３億３，１９９万円１４９･８ポイント増とか地方債の
９，０２０万円４９･０ポイント増が上げられ、逆に、減少は
地方税３，３２８万円△５･９ポイント減、寄附金９４６万円
△８５･７ポイント減などとなっている。
　（歳出）で増加は災害復旧費で９，９８９･０ポイント増、
土木費で４７･１ポイント増、総務費で２２･４ポイント増
となっている。減少は農林水産業費１１･３ポイント減、
公債費８･８ポイント減などが上げられる。
　歳出の面では、監査委員が述べているようにやむを
得ず不用額の生じたものもあり、経費節減の意思は十
分うかがえるが、当初の計画の分析等の見積もりのあ
まさがあると分析された。
　財政では、実質公債費比率が９･６ポイント（昨年
１０･６ポイント）となっており、さらに効率的な財政運
営に努力されるよう監査委員から指摘があった。
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平成22年第１回臨時議会
　第１回臨時議会は、平成 22 年７月 28 日に開催しました。
　提出議案は、補正予算１件を審議し、原案どおり可決しました。

臨 時 会

神山町移住交流支援センター　　
運営責任者　大 南 信 也

　4 世帯 11 名（幼児 3 名を含む）。今年度上期、神山町移住交流支援センターを通じて、新たに町民
となった移住者数です。平均年齢 24 歳！若い移住者の多いことは、他の中山間地域にない神山町の大
きな特徴です。この流れを生かしながら、今後とも若い世代の呼び込みに注力し、少子高齢化の波に立
ち向かうとともに、先人から受け継いだこの神山町を末永く持続できるような方策を進めたいと考えて
います。
　さて、今年のゴールデンウィークから、神山温泉や道の駅に程
近い上角商店街の一角で、プロジェクト ｢空家町屋｣ という新し
い事業が始まりました。事業の目的は、空き家所有者の皆さんが
固定観念として持っている「荷物整理や清掃が面倒だ」「修繕し
てまで貸すほどのメリットがない」などの、空き家の流通を阻害
している原因を神山町移住交流支援センターやグリーンバレーの
介在・代行によって取り除き、有効遊休資源の流動を容易にする
仕組みを作ること。併せて、街中にある古民家を壊すことなく内
部を改造し、昔ながら景観を守り、そこに新たな起業者や事業者
を呼び込み、商店街を再生していこうというものです。
　今回は、神山郵便局前にある旧河野宅（二軒長屋の西側）の改
修を行いました。事業は財団法人地域活性化センター ｢平成 22
年度移住・交流推進事業｣ の採択を受け、その助成金 200 万円にグリーンバレーから支出する 150
万円を合わせた 350 万円が事業費に充てられました。また設計や作業には、東京藝術大学建築科助手
や大学院生が関わり、地元の大工さんとともに、9 月末、ほぼ完成に漕ぎ着けました。10 月からは早速、
トノループ・ネットワークス（トム・ヴィンセント代表・東京都目黒区）が入居し、神山町や徳島県の
埋もれた ｢いいもの｣ をインターネットで世界に向けて発信・販売するための事業を開始しています。
　一方で ｢取り壊して、プレハブ住宅を建てたほうが工事も簡単だし、便利で、しかも経済的だ｣ とい
う考え方もありますが、どこにでもある画一的な家並みや街並みに魅力は感じませんし、二度と訪れた
いとは思いません。現在自分たちの持っている有形無形の資産（特に、昔からある古いもの）に新たな
光を当て、将来の神山町に必要だと思われる働き手や起業家を呼び込むことによって、｢ここにしかな
いもの｣ ｢味のあるもの｣ を創っていこうではありませんか。

「ここにしかないもの」を創ろう !

　一般会計補正予算（第２号）が提案され、35 万円が追加されました。
　これは、神山消防署設計資料点検委託料となっております。

　一般会計　36 億 5，214 万円（35 万円）　（左は予算総額、（　）内は補正額）

補正予算

△改修前　平成 22年５月

△改修後　平成 22年 10月
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「
神
山
踊
（
上
山
踊
）」（
四
ツ
拍
子
、

三
ツ
拍
子
、ト
コ
セ
、び
っ
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
は

古
く
か
ら
神
山
地
方
に
歌
い
踊
り
継
け
ら

れ
て
い
る
一
般
的
な
郷
土
芸
能
で
あ
る
。

神
山
町
誕
生
以
前
は
上
山
踊
と
云
わ
れ
、

上
分
下
分
が
特
に
盛
ん
で
あ
っ
た
様
で
あ

る
が
全
町
的
に
継
承
さ
れ
て
い
る
。
踊
り

は
単
調
な
所
作
の
繰
り
返
し
で
あ
る
が
時

代
、
時
代
に
名
を
残
し
た
音
頭
出
し
が
美

声
を
競
っ
た
。
か
つ
て
は
下
分
上
分
で
は

旧
盆
に
各
集
落
の
四
足
堂
や
お
寺
で
踊
り

が
あ
っ
た
。
開
催
日
も
上
手
に
振
り
分
け

ら
れ
て
、
地
区
内
は
も
と
よ
り
地
区
外
か

ら
も
大
勢
の
参
加
が
あ
り
大
い
に
賑
わ
っ

た
。
夜
店
等
も
出
て
山
村
民
衆
の
一
大
娯

楽
で
あ
り
交
流
の
場
で
も
あ
っ
た
。
夏
の

集
大
成
と
し
て
、
焼
山
寺
の
お
こ
も
り
が

あ
っ
た
。
近
隣
村
か
ら
も
大
勢
の
参
加
が

あ
り
夜
が
明
け
る
迄
踊
り
通
し
た
と
云
わ

れ
、
中
山
間
地
域
で
の
一
大
娯
楽
で
あ
り

交
流
の
機
会
で
も
あ
っ
た
。
八
月
三
十
日

夕
方
こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
表
紙
写
真
を
と
久

し
振
り
に
焼
山
寺
へ
足
を
運
ん
だ
。
し
か

し
六
―
七
年
前
に
見
た
焼
山
寺
踊
り
の
面

影
は
な
く
、
そ
の
衰
退
に
愕
然
と
し
た
。

木
沢
の
黒
瀧
寺
と
の
交
流
も
あ
っ
て
、
各

集
落
、
地
域
の
踊
り
が
消
え
て
久
し
く
て

も
、
こ
こ
だ
け
は
神
山
踊
り
の
歴
史
の
集

大
成
と
し
て
宵
の
う
ち
だ
け
で
あ
っ
た

が
、
唯
一
賑
わ
い
を
残
し
て
き
た
。

　

し
か
し
木
沢
の
大
災
害
以
後
黒
瀧
寺
と

の
交
流
も
退
え
、
焼
山
寺
踊
り
は
風
前
の

灯
で
あ
る
。
写
真
の
様
に
踊
り
手
も
一
〇

人
程
度
で
、
音
頭
も
テ
ー
プ
で
流
さ
れ

一
〇
分
程
で
終
了
し
た
。
時
代
の
流
れ
と

は
云
え
一
沫
の
淋
し
さ
を
感
じ
た
。
下
山

す
る
途
中
、
何
所
の
夏
祭
り
で
も
主
役
と

な
っ
て
い
る
花
火
の
打
上
げ
音
が
深
山
に

響
き
渡
っ
た
。
各
地
の
運
動
会
や
芸
能
大

会
で
細
々
と
伝
承
さ
れ
る
神
山
踊
り
だ

が
、
音
頭
出
し
の
減
少
や
高
齢
化
、
歌
舞

音
曲
の
価
値
観
の
多
様
化
等
課
題
は
多

い
。
竹
内
春
雄
氏
の
話
で
は
相
の
手
に
入

れ
る
お
囃
子
も
昔
と
変
っ
て
き
て
お
り
、

今
は
お
囃
子
方
が
相
の
手
を
入
れ
る
が
、

か
つ
て
は
踊
り
子
全
員
が
一
勢
に
お
囃
子

を
入
れ
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。
郷
土
芸
能

が
時
代
と
共
に
変
化
す
る
の
は
当
然
と
し

て
も
音
頭
出
し
の
熟
練
者
は
高
齢
者
が
ほ

と
ん
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
本
紙
で
取
り

上
げ
て
き
た
他
の
郷
土
芸
能
同
様
多
く
の

深
刻
な
課
題
を
抱
え
て
い
る
。

神山踊（上山踊）

郷土芸能の現状と課題［第６回］

シリーズ

四ツ拍子、三ツ拍子、トコセ、びっちゃんちゃん

8月30日、焼山寺おこもりでの焼山寺踊
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平
成
二
十
二
年
九
月
二
十
九
日
か
ら
十

月
一
日
ま
で
町
議
会
の
全
議
員
十
二
名
と

事
務
局
二
名
の
計
十
四
名
は
、
沖
縄
県
東

村
と
本
部
町
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
の
で

そ
の
一
端
を
報
告
し
ま
す
。

『
本
部
町
』

　

一
、
議
会
の
活
性
化
に
つ
い
て

　

  　

 

議
会
の
質
問
に
お
け
る
一
問
一
答
方

式
に
つ
い
て

　

  

二 

、
観
光
行
政
と
ブ
ル
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　

ア　

町
の
概
要

　

沖
縄
本
島
北
部
の
本
部
半
島
西
部
に
位

置
し
、
人
口
一
三
、九
三
一
人
、
世
帯
数

五
、八
九
六
世
帯
、
面
積
五
四･

三
一
平

方
㎞
。
日
本
一
早
咲
き
の
桜
の
名
所
で
知

ら
れ
る
八
重
岳
や
、
国
定
公
園
に
編
入
さ

れ
た
円
鍾
カ
ル
ス
ト
地
域
を
中
心
と
し
た

山
々
と
、
水
納
ビ
ー
チ
や
瀬
底
ビ
ー
チ
と

い
っ
た
国
内
有
数
の
透
明
度
を
誇
る
ビ
ー

チ
な
ど
、
山
と
海
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
融
合

す
る
町
で
あ
る
。

　

沖
縄
国
際
海
洋
博
覧
会
が
行
わ
れ
た

海
洋
博
公
園
、
沖
縄
美
ら
海
水
族
館
な

ど
沖
縄
を
代
表
す
る
観
光
施
設
の
ほ
か

に
、
海
の
魅
力
を
堪
能
で
き
る
マ
リ
ン
レ

ジ
ャ
ー
、
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
も
盛
ん
で
年

間
観
光
入
り
込
み
客
三
〇
〇
万
人
も
の
人

が
訪
れ
て
い
る
。

 　

 

イ 　

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
取
り
組

み

　

本
部
町
で
は
青
い
海
か
ら
し
て
グ
リ
ー

ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
ブ
ル
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と

し
て
推
進
し
て
い
る
。
自
然
と
共
生
し
な

が
ら
発
展
し
て
い
こ
う
と
す
る
町
の
姿
勢

を
示
す
も
の
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
メ
ニ
ュ
ー

の
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
体
験
交
流
施
設

が
あ
る
。
そ
の
一
施
設
と
し
て
、
も
と
ぶ

元
気
村
が
あ
る
。

○
も
と
ぶ
元
気
村
視
察

　

も
と
ぶ
元
気
村
で
は
、
九
コ
ー
ス
で
沖

縄
の
伝
統
的
な
文
化･

工
芸
体
験
を
し

て
、
さ
ら
に
体
験
を
通
し
て
地
元
の
人
と

の
交
流
も
出
来
る
、「
文
化
交
流
館
プ
ロ

グ
ラ
ム
」。
ビ
ギ
ナ
ー
か
ら
エ
キ
ス
パ
ー

ト
の
方
ま
で
楽
し
め
る
よ
う
に
カ
ヌ
ー
や

沖
縄
の
伝
統
船
サ
バ
ニ
な
ど
海
の
乗
り
物

八
つ
の
コ
ー
ス
が
体
験
で
き
る
「
マ
リ
ン

プ
ロ
グ
ラ
ム
」。
イ
ル
カ
に
つ
い
て
学
べ

る
レ
ク
チ
ャ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
ふ
れ
あ

い
体
験
が
で
き
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
六
つ
の
コ
ー
ス
か

ら
な
る
「
イ
ル
カ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
体
験

で
き
る
。

　

さ
ら
に
「
も
と
ぶ
元
気
村
」
内
の
「
本

部
町
海
洋
ウ
エ
ル
ネ
ス･

リ
ゾ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
」
は
ウ
エ
ル
ネ
ス
を
テ
ー
マ
と
す
る

長
期
滞
在
、参
加
体
験
型
の
施
設
で
あ
り
、

イ
ル
カ
と
触
れ
合
う
イ
ル
カ
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
融
合
さ
せ
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
環
境
が

な
く
て
は
成
立
し
な
い
事
業
な
の
で
国
内

で
は
唯
一
の
施
設
で
あ
り
、
近
年
、
発
達

障
害
の
子
ど
も
が
イ
ル
カ
と
触
れ
合
う
場

と
し
て
全
国
か
ら
訪
れ
て
い
る
。

○
沖
縄
美
ら
海
水
族
館
視
察

　

沖
縄
美
ら
海
水
族
館
は
、
今
回
視
察
先

の
本
部
町
の
国
営
沖
縄
海
洋
博
公
園
内
に

あ
り
、
沖
縄
を
代
表
す
る
観
光
施
設
で
、

年
間
三
〇
〇
万
人
以
上
の
入
場
者
を
誇
る

沖
縄
に
あ
る
唯
一
の
水
族
館
で
あ
る
。
ジ

ン
ベ
イ
ザ
メ
と
オ
ニ
イ
ト
マ
キ
エ
イ
（
マ

ン
タ
）
な
ど
複
数
飼
育
が
有
名
で
あ
り
、

水
族
館
の
雄
大
さ
は
世
界
最
大
級
で
あ

る
。

　

町
は
こ
の
沖
縄
美
ら
海
水
族
館
を
中
心

と
し
た
観
光
に
関
わ
る
施
設
、
人
を
最
大

に
活
か
し
て
い
る
と
実
感
し
た
。

（
神
山
町
議
会
議
長　

山
本　

充
良
）

　

九
月
三
十
日
沖
縄
県
東
村
に
現
地
視
察

研
修
に
神
山
町
議
と
事
務
局
計
十
四
名
で

参
加
し
ま
し
た
。

　

東
村
の
人
口
は
一
九
二
七
人
で
世
帯
数

行
政
視
察
な
ど
報
告

もとぶ元気村で当センターの説明を受ける（沖縄県本部町）

行

政

視

察

報

告

本も
と

部ぶ

町

行

政

視

察

報

告

東
村
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が
八
七
〇
世
帯
で
面
積
八
一･

七
九
㎢
で

産
業
は
日
本
一
の
パ
イ
ン
生
産
量
を
誇
る

パ
イ
ン
村
で
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
と
サ
ト
ウ
キ

ビ
栽
培
の
村
で
、
県
全
体
の
三
分
の
一
の

パ
イ
ン
を
生
産
す
る
村
と
し
て
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
議
員
数
は
八
名
で
平
成
四
年
か

ら
常
任
委
員
会
を
廃
止
し
て
特
別
委
員
会

と
し
て
産
業
調
査
特
別
委
員
会
、
広
報
調

査
特
別
委
員
会
を
設
置
（
調
査
期
間
四

年
）、
平
成
十
九
年
三
月
に
委
員
会
条
例

を
改
正
し
常
任
委
員
会
を
設
置
（
二
委
員

会
）、
総
務
文
教
委
員
会
四
人
、
産
業
経

済
委
員
会
四
人
、議
会
運
営
委
員
会
四
人
、

構
成
委
員
長
、副
委
員
長
、総
務
文
教
委
員

長
、産
業
経
済
委
員
長
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◎
一
般
質
問
の
一
問
一
答
制
の
導
入
（
答

弁
を
除
く
二
十
分
間
）

　

平
成
十
九
年
三
月
会
議
規
則
の
改
正
、

議
会
の
運
営
に
関
す
る
申
し
合
わ
せ
の
改

正
、
参
考
で
（
質
疑
の
回
数
）
質
疑
は
同

一
議
員
に
つ
き
同
一
の
議
題
に
つ
い
て
は

三
回
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ

し
特
に
議
長
の
許
可
を
得
た
と
き
は
こ
の

限
り
で
は
な
い
。

　

一
般
質
問
に
対
す
る
関
連
質
問
は
許
可

し
な
い
。
質
問
の
後
一
問
一
答
と
す
る
。

メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て

○
議
論
の
焦
点
が
明
確
化
さ
れ
る
。

○
説
明
員
に
対
し
て
質
問
の
趣
旨
を
伝
え

や
す
い
。

○
傍
聴
者
が
理
解
し
や
す
い
。

○
細
か
な
点
を
集
中
し
て
質
問
で
き
る
。

デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て

○
一
般
質
問
が
減
っ
た
。

　

私
も
一
問
一
答
に
つ
い
て
は
賛
成
で
議

論
の
焦
点
が
明
確
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

東
村
は
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
の
宮
里
藍

ち
ゃ
ん
の
出
身
地
で
も
あ
り
ま
し
て
、
父

親
宮
里
優
さ
ん
が
名
誉
村
民
と
し
て
現
在

ベ
ル
ビ
ー
チ
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
（
ジ
ュ
ニ

ア
教
室
）
に
て
宮
里
三
兄
妹
、
上
原
彩

子
、
諸
見
里
し
の
ぶ
等
育
て
ま
し
た
。
宮

里
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
皆
さ
ん
は
ふ
る
さ
と
納

税
を
行
な
っ
て
い
て
、
村
民
の
皆
さ
ん
の

納
税
額
よ
り
宮
里
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
納
税
額

の
方
が
多
い
と
お
聞
き
し
ま
し
た
。
藍

ち
ゃ
ん
が
プ
ロ
に
な
っ
て
も
勝
た
な
け
れ

ば
お
金
が
入
っ
て
こ
な
い
の
で
最
初
の
頃

は
（
ア
イ
ア
ン
、
ド
ラ
イ
バ
ー
、
服
）
等

は
村
民
の
皆
さ
ん
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
県

外
の
大
会
に
出
場
し
た
そ
う
で
す
。
現
在

藍
ち
ゃ
ん
は
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
第
一
位
で

す
。
優
勝
す
る
た
び
村
民
の
皆
さ
ん
が
村

役
場
に
来
て
お
祝
い
を
す
る
そ
う
で
す
。

（
議
員　

高
橋　

和
男
）

　

全
国
町
村
監
査
委
員
協
議
会
主
催
に
よ

る
「
第
二
〇
回
町
村
監
査
委
員
全
国
研
修

会
」
が
十
月
六
日
、
七
日
の
両
日
、
東
京

メ
ル
パ
ル
ク
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
全
国
か

ら
一
三
五
〇
名
が
参
加
し
て
、
開
催
さ
れ

た
。

　

徳
島
県
か
ら
は
各
町
村
監
査
委
員
、
事

務
局
職
員
等
四
〇
名
と
共
に
合
同
で
参
加

し
ま
し
た
。

　

一
日
目
は
、
開
講
あ
い
さ
つ
の
後
、
明

治
大
学
大
学
院
教
授
、
碓
井
光
明
氏
に
よ

る
「
監
査
制
度
の
課
題
と
改
革
の
方
向
」

に
つ
い
て
講
義
を
受
け
た
。

　

続
い
て
、
総
務
省
の
「
地
方
公
会
計
整

備
促
進
Ｗ
Ｇ
」
座
長
で
も
あ
る
、
監
査
法

人
ト
ー
マ
ツ
の
森
田
祐
司
氏
よ
り
、「
監

査
委
員
へ
の
期
待
」
と
題
し
た
講
義
で
、

自
治
体
に
求
め
ら
れ
る
経
営
機
能
と
ガ
バ

ナ
ン
ス
に
つ
い
て
話
さ
れ
た
。

　

夜
に
は
、
徳
島
県
監
査
委
員
協
議
会
の

主
催
で
研
修
会
を
開
催
し
、
那
賀
町
の
桝

田
代
表
監
査
委
員
に
よ
る
、
実
際
に
行
っ

て
い
る
監
査
方
法
等
の
発
表
が
あ
り
、
そ

の
後
交
流
会
の
場
と
な
っ
た
。

　

二
日
目
は
、
公
認
会
計
士
・
池
田
昭
義

氏
に
よ
る
「
監
査
委
員
監
査
の
仕
方
」
に

つ
い
て
、
監
査
実
務
全
般
、
及
び
財
政
健

全
化
審
査
意
見
書
の
書
き
方
に
至
る
ま

で
、時
間
を
超
え
た
熱
い
講
義
で
あ
っ
た
。

　

最
後
に
、
閉
講
あ
い
さ
つ
で
全
日
程
を

終
了
し
た
が
、
徳
島
県
町
村
監
査
委
員
協

議
会
と
し
て
合
同
で
参
加
し
た
こ
と
で
、

県
内
他
町
村
の
委
員
方
等
と
の
率
直
な
意

見
交
換
が
で
き
て
良
か
っ
た
と
思
う
。

　

現
在
、
国
に
お
い
て
、
監
査
制
度
の
見

直
し
が
検
討
さ
れ
て
お
り
、制
度
の
充
実
・

強
化
が
図
ら
れ
る
様
で
あ
る
が
、
そ
れ
ま

で
は
、
現
行
制
度
で
決
め
ら
れ
て
い
る
監

査
を
、
こ
の
研
修
の
成
果
を
生
か
し
、
研

鑽
し
な
が
ら
遂
行
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、

と
思
う
と
こ
ろ
で
す
。

（
代
表
監
査
委
員　

田
中　

久
博
）

町
村
監
査
委
員
全
国
研

修
会
に
参
加
し
て

議会の活性化について学ぶ（沖縄県東村役場）
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　大きく分けて三つあります。
１、ボランティア活動を通してお願い
　「うめっこ」がスタートして、去年10周年を迎えられ、10周年記念誌「歩々笑みうめっことともに」
が発行されました。その中で喫茶店での絵画等の展示について、掲載させて頂きましたが、ギャラリー
部門について、平成16年1月より継続して展示のお世話をさせて頂いております。これも町内外の
方の温かいご協力の賜で心から厚くお礼申し上げます。今後もより充実した作品紹介をしたく思って
おりますので、絵画、写真、書道、手芸、造花外何でも結構ですのでご連絡下さい。１カ月単位で展
示いたします。よろしくお願い致します。
２、老人会会員となって
　私の地域の老人会は、ほとんどの方が加入され、生活に密着した行事を行い楽しんでいます。最近
感じることは、旧校舎の一部か、個人の家で、グループホーム的な施設があれば良いのでないか、よ
り快適な老後を送ることが出来ると思います。これに対し補助金も必要と思います。
３、ＮＰＯ法人グリンバレー活動を通して
　このところ、多くの人が神山を好んで移住されています。私達にとっては、珍しい物を食べたり、
聞いたりと体験させて頂いております。又招聘作家活動も10年が過ぎ益々活発化されつつあります
が、こうした方が神山で生活をするには、当然のことながら、笑顔の挨拶、地域に溶け込んだ活動、
コミュニケーション等が必要と思います。ギブ･ａｎｄ･テイク「笑顔の挨拶→お接待に･･･」
　時々何の為にボランティア活動をするのと大学生から質問を受けますが、テレビで誰かがいわれて
いた言葉を借りますと、「知的な好奇心を挑発させてくれる」から、と言っております。趣味の俳画、
写真等は下手ですが、記念に差し上げ、喜んでいただいております。これからも、神山町の皆様と共
に文化の町神山の発展の為、微力ながら努力したいと思っております。

ボランティアと多趣味の
生活の中で感じていること

読者からの寄稿

神領　
粟飯原　国　子

◎
議
員
の
職
責

　

議
員
は
住
民
か
ら
選
ば
れ
、
そ
の

代
表
者
と
し
て
議
会
の
構
成
員
と
な

る
の
で
あ
り
、「
選
良
」
と
い
う
言

葉
で
呼
ば
れ
る
よ
う
に
、
人
格
、
識

見
と
も
に
す
ぐ
れ
た
代
表
者
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
議
員
の
一
言
一

句
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
住
民
の
意

見
で
あ
り
、
住
民
か
ら
の
声
で
あ
る

べ
き
で
あ
り
、
議
員
が
行
う
質
問
や

質
疑･

討
論
は
、
同
時
に
住
民
の
質

疑
で
あ
り
意
見
で
あ
り
、
表
決
に
お

い
て
投
ず
る
一
票
は
、
住
民
の
立
場

に
立
っ
て
の
真
剣
な
一
票
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

議
員
は
、住
民
の
代
表
者
で
あ
り
、

奉
仕
者
で
あ
っ
て
こ
れ
が
議
員
の
本

質
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

は
、
議
員
が
住
民
の
直
接
の
選
挙
に

よ
っ
て
選
任
さ
れ
る
こ
と
か
ら
も
当

然
に
導
き
出
さ
れ
る
自
明
の
理
で
あ

る
。
本
来
、
住
民
が
議
員
を
選
挙
す

る
に
当
た
っ
て
は
、
自
分
個
人
の
利

害
の
み
の
立
場
に
立
つ
の
で
は
な

く
、
同
時
に
全
体
と
し
て
の
利
害
を

も
考
え
、
町
村
全
体
の
立
場
に
立
っ

て
一
票
を
投
ず
る
も
の
で
あ
る
か
ら

で
あ
る
。（
議
員
必
携
よ
り
）

※ 

「
議
員
必
携
」
は
議
員
の
議
会
活
動
の

実
際
問
題
を
中
心
に
事
例
を
あ
げ
て
説

明
し
た
案
内
書
で
す
。

議
会
の
あ
れ
こ
れ
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神
領
地
区
、
下
分
地
区
、
上
分
地
区
、

各
敬
老
会
で
、
神
領
小
学
校
学
童
保
育

（
す
だ
ち
っ
こ
く
ら
ぶ
）
の
児
童
に
よ
る
、

人
形
浄
瑠
璃
芝
居
「
傾
城
阿
波
の
鳴
門
順

礼
歌
の
段
」
が
上
演
さ
れ
出
席
者
か
ら
格

別
の
好
評
を
得
た
。
代
表
者
の
上
地
文
子

さ
ん
の
話
に
よ
る
と
、
開
所
二
年
目
に
寄

井
座
の
山
尾
納
座
長
さ
ん
よ
り
人
形
浄
瑠

璃
伝
承
教
室
が
あ
る
の
で
練
習
し
て
み
ま

せ
ん
か
と
の
お
誘
い
が
あ
り
、
夏
休
み
を

利
用
し
て
練
習
が
出
来
、
伝
統
芸
能
を
次

世
代
に
継
承
す
る
よ
い
機
会
で
も
あ
る
の

で
、
子
供
達
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、「
し

て
み
た
い
」
と
の
前
向
き
な
返
事
が
あ
っ

た
の
で
寄
井
座
の
皆
さ
ん
に
指
導
い
た
だ

き
練
習
し
ま
し
た
。
夏
休
み
の
最
後
の
日

に
発
表
会
が
あ
り
、
初
め
て
の
舞
台
に
立

つ
事
が
出
来
、
緊
張
し
た
中
に
も
充
実
感

を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
後

地
区
の
敬
老
会
に
招
か
れ
た
時
に
は
涙
を

流
し
て
喜
ん
で
見
て
下
さ
っ
た
り
、
さ
く

ら
ま
つ
り
、
は
な
は
る
フ
ェ
ス
タ
に
と
上

演
の
機
会
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
長
い
夏

休
み
を
利
用
し
て
郷
土
芸
能
を
学
ぶ
こ
と

で
上
演
の
機
会
が
増
え
、
人
前
で
演
じ
る

こ
と
で
子
供
達
に
も
自
信
が
つ
い
て
き
ま

し
た
。
暑
い
中
、
寄
井
座
の
皆
様
の
熱
心

な
ご
指
導
が
あ
っ
た
か
ら
と
感
謝
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
す
。
学
童
保
育
が
本
来
の

目
的
を
充
分
果
た
す
上
に
伝
統
芸
能
の
次

世
代
へ
の
継
承
が
実
践
さ
れ
た
事
は
大
変

な
意
義
が
あ
る
。

　

す
だ
ち
っ
こ
く
ら
ぶ
児
童
の
配
役
は
次

の
と
お
り
で
す
。

表
紙
写
真

　
松
浦
　
一
郎
氏
　
神
領
字
北

表
紙
題
字　

稲
飯
　
幸
生
氏
　
下
分
字
今
井

「
神
領
小
学
校
学
童
保
育
す
だ
ち
っ
こ

く
ら
ぶ
、
阿
波
人
形
芝
居
伝
承
上
演
」

表
紙
写
真
解
説

班 人形 頭 学年 地区 左手 学年 地区 足 学年 地区

１

お弓 大西　里奈 ６ 神領 政岡明日香 ４ 神領 敷田あずさ ６ 下分

お弓 中川　麻畝 ６ 下分 敷田　直実 ６ 下分 林　　真央 ６ 上分

お鶴 滝上　聖奈 ５ 神領 高橋　珠菜 ６ 鬼籠野 高橋　克徳 ５ 神領

お鶴 杼谷　彩花 ５ 神領 相原　佑香 ４ 神領 三辻真由美 ５ 〃

２

お弓 滝上　聖奈 ５ 〃 政岡明日香 ４ 神領 三辻真由美 ５ 〃

お弓 杼谷　彩花 ５ 〃 相原　佑香 ４ 〃 三辻真由美 ５ 〃

お鶴 原　　菜緒 ５ 〃 佐々木里菜 ４ 鬼籠野 高橋　克徳 ５ 〃

お鶴 真田　麻菜 ５ 左右内 佐々木里菜 ４ 〃 高橋　克徳 ５ 〃

口上 原　　圭佑 ２ 神領

議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か
！

　

皆
さ
ん
が
選
ん
だ
代
表
が
議
場
で

ど
ん
な
発
言
を
し
て
い
る
の
か
自
分

の
目
と
耳
で
お
確
か
め
下
さ
い
。

　
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
越
し
下
さ
い
。

　

定
例
会
は
年
４
回
（
３
月・
６
月・

９
月
・
12
月
）
に
開
か
れ
ま
す
。

　

日
程
・
手
続
き
等
は
議
会
事
務
局

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

神
山
町
議
会
事
務
局

Ｔ
Ｅ
Ｌ

　

６
７
６
ー
１
５
１
１

　
　
［
Ｉ
Ｐ
２
０
０
２
］

次
の
定
例
会
は

12
月
中
旬
で
す
。

議
会
だ
よ
り
の
投
稿
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

身
近
な
「
出
来
事
」
や
「
情
報
」

な
ど
、お
気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

投
稿
は
自
由
で
す
。
提
出
さ
れ
た
投

稿
は
、
本
委
員
会
で
協
議
検
討
し
、

承
認
を
得
た
も
の
と
な
り
ま
す
。

　

議
会
だ
よ
り
発
刊
月
は
２
月
・
５

月
・
８
月
・
11
月
の
年
４
回
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　

神
山
町
役
場
内　

議
会
事
務
局

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

６
７
６
ー
１
５
１
１

　
　
［
Ｉ
Ｐ
２
０
０
２
］
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下分字上中内

片山さんご一家

移住者紹介コーナー

　

こ
の
間
ま
で
の
盛
暑
が
、
う
そ
の

よ
う
な
、
過
ご
し
や
す
い
時
期
と
な

り
、
読
書
の
秋
、
食
欲
の
秋
の
訪
れ

と
な
っ
て
き
た
。
こ
の
間
友
人
に
誘

わ
れ
て
、
秋
の
白
山
ス
ー
パ
ー
林
道

で
の
紅
葉
を
見
に
い
っ
て
き
た
。
全

山
錦
秋
、
久
し
ぶ
り
の
目
の
保
養
を

楽
し
め
た
。
神
山
も
十
一
月
に
な
れ

ば
、
阿
野
の
滝
倉
溪
谷
が
紅
葉
に

包
ま
れ
、
カ
メ
ラ
マ
ン
が
道
端
で
、

シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン
ス
を
ね
ら
っ
て

い
る
姿
が
み
う
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
だ
ろ
う
。
又
十
一
月
は
年
賀
状
の

受
付
も
始
ま
り
、
一
年
の
早
さ
を
感

じ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

　

議
会
だ
よ
り
も
本
年
最
後
の
発
行

に
な
り
記
事
を
投
稿
し
て
い
た
だ
い

た
方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
共

に
、
本
議
会
だ
よ
り
に
多
く
の
ご
意

見
を
お
寄
せ
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

（
森
本　

吉
治
）

編
集
後
記

　神山町役場より車で10分あまり、下分中内地区へ移住された片山浩司さん（37歳）は、戸数7戸の
部落の中でお大師講に参加されるなど、神山に来て5カ月たらずの暮らしの中で地域にすっかり溶けこんで
いるようである。出身地は山口県徳山（現周南市）。奥様尚子さん（27歳）と、長男遥

はる

陽
ひ

君（１歳４カ月）
の3人家族。香川県内の農業法人で知り合ったお2人、奥様は城西高校神山分校近くで農地を借りてお子
様をつれての農作業にいそしんでおられる。
　この神山に移住を決められるまで、愛媛県の内子町、大三島、今治と物件をみてきた中で、神山に来ら
れたことに感謝したいものだ。家賃は1万円程、水の便も良く、景観もよく住みやすいが、ただ冬は雪が
多いとご近所から聞かされ少し心配しているご様子であった。
　これからは基本的には農業を主とした生活を営むことを目的とされている。全ての条件があえば末長い
神山での暮らしが続くことを願っている。

下分地区に片山さんご一家が移住されました。

議
　

会　
の　
動　
き

９
月

９  

日 　

 

徳
島
県
終
戦
65
周
年
記
念
戦
没
者

追
悼
式

12
日　

阿
川
地
区
敬
老
会

14 

日 

〜 

22
日　

町
議
会
９
月
定
例
会

19
日　

神
領
地
区
敬
老
会　
　
　

22 

日 　

 

秋
の
交
通
安
全
運
動
街
頭
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン　
　

22
日　

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

26
日　

上
分
地
区
敬
老
会

27 

日 　

 

国
道
１
９
３
号
倉
羅
ト
ン
ネ
ル
開

さ
く
促
進
期
成
同
盟
会
総
会

28
日　

人
権
施
策
推
進
審
議
会

29
日
〜
10
月
１
日　
行
政
視
察
研
修（
沖
縄
）

10
月

２
日　

神
領
小
学
校
大
運
動
会

３
日　

広
野
地
区
・
左
右
内
地
区
敬
老
会

10
日　

鬼
籠
野
地
区
敬
老
会

13 

日 　

 

森
林
管
理
道
倉
羅
川
井
峠
線
開
設

期 

成
同
盟
会
総
会

13
日　

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

14 

日 

〜 

15
日　

第
51
回
四
国
地
区
町
村
議

会
議
長
会
研
修
会

20
日　

高
齢
者
体
育
大
会

27
日　

第
２
回
町
議
会
臨
時
会

28
日
〜
29
日　

名
西
消
防
議
会
視
察
研
修

11
月

11
日　

名
西
郡
人
権
教
育
研
究
大
会

17 

日 

〜 

19
日　

第
54
回
町
村
議
会
議
長
全

国
大
会

19
日　

第
25
回
神
山
町
社
会
福
祉
大
会


